
ＱＵＩＸＸ塗装面用キズリペアシステムは、自動車の塗装面やそれに類するオートバイのタンク、
ヘルメットなどに使用できますが、以下の塗装面には使用しないでください。

Ａ） 使用できないもの ：

1.　ナノペイント加工及びセラミック塗装：
「キズ耐性」のナノペイント加工やセラミック塗装が施されている場合は、「ＱＵＩＸＸ塗装面用キズ
リペアシステム」を使用しないでください。このような塗装の例として、メルセデス・ベンツの2005年
以降に製造されたモデルの多くが挙げられます。そのような塗装加工が施されたメルセデス・
ベンツの自動車には「040Ｃ」のように、カラーコードの後にＣの文字が付いているため、それに
よって判別されます。ご不明な場合は、製造元や販売元にお問合せください。
2.　マット仕上げ塗装：
マット仕上げ塗装が施されている場合は、「ＱＵＩＸＸ塗装面用キズリペアシステム」が、キズだけ
でなく、塗装表面のつや消し構造まで除去してしまうため、使用しないでください。
3.　色付きのプラスチック部品：
自動車のバンパーやスポイラーなどのプラスチック部品の多くは、塗装が施されているように見え
るものであっても、実際には塗装されていない場合も多く、その場合は、ボディなどの塗装色に
合わせて染色されたプラスチックで作られています。色付きプラスチック部品の場合は、変色や
変質する場合があるため、「ＱＵＩＸＸ塗装面用キズリペアシステム」を、使用しないでください。
塗装部品・色付き部品の判別や材質について、ご不明な場合は、製造元や販売元にお問合せ
ください。

Ｂ） 対応できない場合 ：

以下の状態の場合、「ＱＵＩＸＸ塗装面用キズリペアシステム」では対応できない場合があります。
ご使用の際は、ユーザー様の自己責任にてご判断頂き、ご使用ください。下記該当箇所にて
起きた不具合につきましては、弊社では責任を負いかねます。

Ｃ） 実際の作業の前に必ずお試しください ：

車輌や塗装、キズの程度などの状態によって効果や仕上がりは異なります。全ての状態において
キズリペア効果を保証するものではありません。実際の作業の前に一度目立たない部分
（ドアパネルやトランクの内側など）で「ＱＵＩＸＸ塗装面用キズリペアシステム」の全般をお試しに
なって、塗装に適していること、また効果や仕上がりを確認してから使用してください。この作業を
行うには、Ｅ）使用方法：の2～5の手順に従って作業してください。この作業中に磨いた箇所の
変色、色落ち、クロスへの塗装色の色移りがあった場合は、本来のキズリペア効果が得られない
だけでなく、変色や変質の原因となりますので使用しないでください。

Ｄ） キズの深さを確認してください ：

1.　爪による確認方法：
キズに沿って垂直方向に爪を動かしてください。爪が引っかかることなく、キズの存在がほとんど
感じられない場合は、浅めの傷対策をします。爪が引っかかり、キズの存在が明らかに感じられる
場合は、キズは深く幅が広いということです。後者の場合は、「ＱＵＩＸＸ塗装面用キズリペア
システム」によってキズを平らに変形させることはできません。修理専門業者に相談するか、キズ
を目立たなくするために、まず最初に塗装面に適した色のタッチアップペイントを使用することを
お勧めします。タッチアップペイントを使用した場合は、完全に乾いていることを確認した上で
「ＱＵＩＸＸ塗装面用キズリペアシステム」を使用してください。またタッチアップペイントを使用して
から「ＱＵＩＸＸ塗装面用キズリペアシステム」を使用した場合でも、キズを平らに変形させることは
できません。
2.　水による確認方法：
キズに水をかけることによって、どの塗装の層まで損傷しているかを判別することができます。キズ
は通常、白または灰色に見えます。キズに水をかけ、これによってキズがほとんど消えて本来の
塗装色が現れるかどうか、あるいは、キズが白、灰色、メタリック色に見えるかどうかを確認します。

1.　再塗装の場合
2.　クリアコートされていない塗装（ソリッド塗装もしくはワンコートと呼ばれる塗装仕上げなど）や、
　　クリアコートが劣化している場合
3.　タッチアップペイントを施した場合（完全に乾いていない場合など）
4.　劣化している塗装の場合（経年劣化している場合など）
5.  その他、特殊な塗料、塗装の場合　　
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